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と生体への影響   
一作用機序解明をめざす統合生命科学一  
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2．21世紀における化学物質と電磁波の複合   



















（39）  「科学・社会・人間」88号（2004．3．）  








































学部のRobert，0．Beckerである。彼は、そ   
り、‘統合の成立’によ  
ら‘統合の障害’によ  

























電磁波と生体への影響（村瀬雅俊）  （40）  





































hichposes apressing  
xplainsthatcurren 
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5．人工電磁波の生体への影響の解明に向け   


















ろが、現行の被爆制限基準値以下でも、ペ｝   




































































生理活性作用 －いわゆる、ホルモン作用 －  
が及ぼされるという仮説である。電磁波の作   




































































ようとした例である。ところが、実際にはそ   























振幅変調を加えて、同じ実験  に対して、その影響を‘消去’する  









。こうして、脳神経組織には、特定  括抗に基づく調節原理に着目したいと思う。  
を示すという  ここでは、この活性系と抑制系 
実験結果と関連するかについて 























定時間効果としてのWindow効果である。   
第三のタイプは、電磁波の強度感受性であ  
る。私が提唱している電磁波のホルモン作用  
仮説の有力な証拠として、電磁波照射がスト   





















アミノ酸の類似物   
刺激が物理的であるか、化 か、あるいは生物学的なものであるかという違いによ  














度の温度上昇による熱ショッ  れてい   表Ⅱ 同程度のストレスタンパク質を産生する温  
度上昇と磁場上昇に対応するエネルギー密度  密度は、生体での熱容量を水  
と、2．3×107J／m3となる。  
磁場上昇に伴うエネルギー密  エネルギー密度   
温度上昇 5．5度   2．3×107J／m3   
磁場上昇 8mG   2．6×10‾7J／m3  
度は、生体での透磁率を空中と同じとすると、  
った（表Ⅱ）。エネルギー  2．6×1  






れまではミ こうじた矛盾する結果があるため  
8．2004年京都大学基礎物理学研究所研究会  
『電磁波と生体への影響一作用機序の解明に   





























































境ホルモンとして作用する場合と同じように、   





























































「間」比較…を行い、いくつかの現象や  象   
関係性を統合し、自然法則の発見に専念でき  
たのである。   
しかじ、こうした対象認識のあり方に飽き  
より高次の認識・統合過程を経て、  
























滋賀県立膳所高等学校 2003年5月2日、6  
月20日（午後5：00…6：30）  





















の意味論－』2004年2月4日～2月7日   
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